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　野外で捕獲したニホンイシガメ ( 以下 , イシガメ ) とクサガメの雑種と疑われる個体 ( 以下 , 雑種 ) を飼育観

察することにより , その抱卵率や産卵数を調べた . まず , 抱卵率を調べるため , 2015 年 6 月に雑種のメス 27

個体に対し X 線写真撮影 (57kv, 160mA, 0.045s) を行ったところ , 17 個体で卵を確認した ( 抱卵率 63％). 次

に抱卵していたメスを産卵期の間 , 1 個体ずつ分けて飼育し , 産卵した卵を回収して 1 腹卵数 ( クラッチサイ

ズ ) と卵サイズを調べた . その結果 , 2015 年 7 月 11 日から 8 月 4 日の間に 11 個体から 11 クラッチ 78 個

の卵を回収した . 得られた雑種の卵に関する情報は 1 腹卵数が 7.2±2.0 個 ( 平均 ± 標準偏差 , n=11, 範囲：

3-10), 卵サイズが長径 37.9±3.0mm( 平均 ± 標準偏差 , n=78, 範囲 ： 31.1-44.4), 短径 23.4±1.3mm( 平均

± 標準偏差 , n=78, 範囲：20.5-25.8), 卵重が 12.6±2.2g( 平均 ± 標準偏差 , n=78, 範囲：8.0-16.1) となった .

これらの値を既存のイシガメとクサガメの値 ( 深田 ・ 石原 , 1974, 1976 ; 石原 , 1986 ; 矢部 , 1991, 1995; 

Yabe, 1994) と比較したところ , 1 腹卵数はイシガメ＜雑種＜クサガメとなり , 卵サイズは長径が 2 種とほぼ同

じで,短径と卵重が2種よりもやや大きくなった.次に回収できた卵を孵化させたところ,孵化したのは11クラッ

チ 78 個中 4 クラッチ 14 個のみで , 孵化した卵のクラッチごとの孵化率は 14-88% であった . なお , 同条件で

孵化させたクサガメの卵 (1 クラッチ 7 個 ) は孵化率 100% であった . また , 孵化した子ガメのサイズは背甲長

33.6±2.3mm( 平均 ± 標準偏差 , n=14, 範囲 ： 30.7-38.0), 体重 8.1±1.2g( 平均 ± 標準偏差 , n=14, 範囲 ：

6.1-10.2) となった . 深田 ・ 石原 (1976) のイシガメとクサガメの幼体サイズと比較すると背甲長がクサガメ＜

雑種＜イシガメ , 体重がクサガメ＜雑種≒イシガメとなった . 以上のことから雑種は卵殻付きの卵を生成する

能力はあるものの , 孵化率が悪く発生過程に何らかの問題が生じている可能性がある . ただし , 孵化した子

ガメは形態的には 2 種に劣る点は確認できなかった .
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